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・われる．ζれは，；枚の圓板を中心の薗りに鑛的に小

　窓をつけてあるが，1その位置は交互t“ある．そ¢）距離と　一

　r回轄速度より謹光の縫綾時聞を知り得る．またこのよケ，

　な歌態で縫績蒔聞の間に分光すれば燐光スペクトルが徳

　．られyt）けである．燐光計の改良型がいろいろ用いられ、

　　　　　　　　　　ノ
　ているが，原理はζのBecqu瓠e1法によるものである。
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　　　　第4圖’憐光スペクトル測定装置
　　♂ノ　　　　　　　　　　　　㌔レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　e・斜獺郷べ外’い　一∴　　、

　1800年W．Hersche1による赤外線の護見，綾い・q　．
ユ840年順e・s・h・rによる大氣中の水蒸氣や炭酸舷㊧

吸牧｝こまる太陽光線め赤外部のFraunhofer暗線の漫見　’

　　　　　　　　”　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

後，約一世紀熱電鵬ボ・メーS・・一・・凹颪格子そのkSプ　　、

リズム等赤外線を研究する器械の護展ヱこさきげられてき

た。1892年双極子能率を持つ：源子舶rぱその振動およ

び廻韓の擬動敷に近い輻射を吸牧するζとがRayleigh

郷により示されたが，1905年W・W・COblentzほ多く

の有機化合物の吸牧をしらべ，．OH，　CH，，℃2H5ダNH警

等が一澱蔓で吸牧することを示ガたが，これは，分子

溝遣と赤外吸牧波畏との相關關係を示す最初ゐ蜜験的支

蜻であつtc．その後の聞年間は，簡軍な分子の吸牧が　　　ド
研究され，量子論亡よる分子あ鏑％回韓の擬動敏と彊

度の計算と實瞼値as・tx較によ紛騰邊の麟的解蹴、、

活酸につ虻けられている、看機分析の麹融から，1936年

工業に懸用され，それ以來，定性定量分新の箏利な潔懸
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　’　　　A

と域織こ嫌國こおいて濤灘糖いられる翼い油弩…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　・．含，

　“　　　　　　　’　e　　　　　・　　　　　’・　t　　　　　’鷲球・’艦“
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；・・、勲敏に懸ずる赤外線を吸敦すへその振動は2＞ケの原子
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e質雰分析舞を綾禽し驚燦鰯曝分析壇婚われ繊ル掻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沸　一∵

　　　　　鋤というのは，分子の軍心は動かないで，すべての原子

　　　　　が園じ振動藪で動く》）であるこれらの振動敏は1室

　　　　　澗配置，原子間力の函敷故，セれらを理論的に計算でき

　　　　　れば，實験値との一致より分子の構造が決定されるわけ

　　　　　であるが，亡の計算には，すべての原子間の力g）値敏を　・
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｝「転賦櫛獅轡鋤髄心6卿鋤岬鞠噸μ）蹄　」、脚勢職φ璋蜘灘蘭轡翻こ恥蜘ド弩
畦㌧ 署欄蜥a課瓢灘鵠難灘燦紫避騨騨寒1濾

一、P。、t－T、細㈱畷職繭麟嚇穿簾圓レ　唯醐子醜幽・残で1縮も癒灘麟越
　　　　　熱騨ぽ匪齢蛤鈴魚燃翻1餌離離　すると・謝線㊨醐こ・埆の線鰯わ泌隆樋ξ謬
　　　　　繍灘鵠るか階郷穐綴の幽ごよ蟷’卵均xぺ加醗砂騨スペ〃煙瑚鮒る∴
　　　∫隷用が銀してきt・・　　一　　・　・ぶ・ただ分麟の鄭のあeesめ嫌纏る・醗光線
1　　－－　1　ズ

　　　　、〆｝な撮懸量蜥器磯罫よl」。・tψ麟胱職　1雪繭灘た騨紫糠翻騨葵蝿麟動を舛’躯電

｛属転図∵㍉A∵〆、泌＼∴∵♂1：・pご∴1∵∴〉∴ノ．．．ゴ慨∴語
蕊蕊二乞頃煽慈義㌧ξ二1熟。忍二1ン1豪ノ∵1ご∫設：1∴二ゐし》審遍斎撮滋盛1



’客tt．！∵ぐ∴昌ド厚．∫／∵オ㌧ぐ’∫セら

　　　　10　　　　’　　　　　　　”・　　　1　　　　　’

　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　l　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

　　ーの分極牽が基準振動により攣化をともなう蒔，そめ振動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　する能牽が，ラマソ・スペクトルを生Bる．　）’

　　　赤外吸牧スペクルの項で論じたように，分子の基準振

　　動と分子講造の關係は複雑になるが，幸い特定の原子間
　　　　　　　　　　　　　　　　i　　の振動が，他の部分にあまり影響されず生じる便利があ

　　る．一したがて，混合物のメペクトルから各成分に固有の

　　スkクトルを拾い出すことができる．この原理から炭化

　　水素，石油の成分等の分析硫究に用いられるボ光源は水
　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　銀燈め水銀線，特に5461，4358，4047，』3537Aが用いら、

　　れる．546Zは，4358を吸牧する着色物質で有敷である
　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　，

　　これに遙當なフィノV、ターが用いられる．フィルタe…とし

　1ては，Na　NO2，　Pd　C12，　K3　Fe（CN）6，　Cu（NO3）2，　NdCl2

　　等の溶液が一般に用いられる・容器はぺWoodの考案し・

　　たものを改良したものが多く，ヲマン管と総されている

　　最近は，容量を小にして，少しの試料で利用できるよう

　、に考案されてきた．プリズムは，ガラスのブ｝コズムで，
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉　　萌るい，分散度のよいものが用いられる．一

　　一　混合物中の一つの物質によるラマソ線の強さが，濃度

　　の函籔ならぼ定量できるわけである．欝造的に同類の無

　　’　　一　　　　　スラッグの璽墓度の

　　　　　’灘「　　・薪一しい考え方
　　　　　　　　　　　　　　松ご下幸　雄

，この欄で3回にわたつて標題の研究を逐…fttkし進妙

、てきたが，それにし斥がうと現笏の作業をどのようrc，
　読明できるかを述べる．まずこの考え方の裏付となる
　基礎をやや詳しく話L，實験事實とくらべてみる．い
　ま扱うたスラッグの構成分にぱ　CaO，　FeO，　MnO，
　］MgO等の盤i基と，　SiO2，　P205，　Fe203，　C壕03　等の

　酸，ならびに濃度の高くなるにつれて酸から魎基に移
　るA亙2Cきがある．　　　一　　　　’．　一　　　　　・－

　　魎基は0一一を酸に與える亀のであるから，Ca＋ち
　Fe丹等がo－一を捕えてv・る力をε2　kcal／Mo1で表わ

　すと，例えばCaOの839，　FeOの919をくちべてεi
　の小さなCaOの方が比較的0”一を放ちやすく，し
“たがつて強塵基といえるのである．酸ならば，0『『を
　捕捉する力εブkcal／Molの大き）・ぼど強v・酸と）・うこ

　とになる．そこで一般にスラッグの盤基度を表わすの
・にΣ％（mε／c）kcal／Molを用vぐた．このεはεiあるv・

は・ゴを意味レ％’購成分のモノ・分率・m一は酬晦
M獅（膨のM原子敷であり，Cは配位歎である．この
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　　　　　　　　，　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　rt　　　　　　　　　　i・ー　　　　　　x　　　　　　　’　v　－　J　　　メ’Jr　　　”　　’

　　　、　～　　　　．　　　一　　一．一生　産　研，究㌧・・一一）　・M
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　M　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ
　　t・ヤNL．　　　　．　　　　　　’　l・　　　　　　．x　　　　　　　　　　。”　　　　　　　’　・l　－　れ

　　欄生仁合物の混合物では，T彊度脳濃度の關係は大髄直線’　．
　　　’　　”・・　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　’　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　゜　　　　ま　　　　　　　　’　　　　　　　　　－　s

、　前であると見出された．ゴ～四成分系でそれぞれの適當
　　　　　　u　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　，　　　　　　ノ　　　　　　　りL

　　な線の強度比と漣度の關係から定量分析が行われ，6　．J酵　　一ノ

　　酸〆ク・…一ル酷酸や水のよつな混合物，ペソゼソドヂ牙　’

　　キサソ，水中の電解質等でば直線關係になく困難である　　　’
　　　　　　　　　“　　　　　　　　’　　　　”　　th「i　　　　　　　　　　　　ツ　　－　　　’

　　強度の決定は，從來窟虞法でなされて來だが∴疇聞がか　　t’
　　　　　　“　　　　　　　　　マ　　∫　一　　　　　　‘　，　’l　　　　　　f
　　玉るのと，誤差の多いだめ〆こムニ・三年の聞？：r，家電‘　”t

　　子増倍管および直流鱈幅を用いて，’自記光電ラマソ分光’ご

　器が，米國で用い出された．　　　一　　　　　　　　　㌃

，、9・あとがき一・．♂∵＼　＼－r・i♂
　　　以上各種スペク｝ルめ鷹用，特に有機分析臨髄しで　〆、

　　その原理’設帰技衛につN・て簡職こ離朗し・雛の翻　ジ

　　について述べた．特に有機化學エ業において，反鷹物¢〉一

　　　　　ピ分析・掬覗合系の分析は・他の化學的方法では相欝困

難な擾合が多く，その反鷹逡行朕況・股量等相営迅速に”’

一知りたい場合，一何等¢賦料の損傷なくこれを谷い得る得
　「　　　　　　　　　’　　　　　　　　ま　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　へゐ　　　　，

織がある・・しかも・LPlantに遽當に整備することにより

刻々の濃度攣化を自記させて，またそれにょり反懸條件．

等を自動制御し5るまで護展が可能のものである．、・，

　e・Z｛　A1203の爾性を読明する鍵であるのは前に述べた♂’

　　このΣ値を計算するには，まず前詑蜷基の放つ
・o”‘一のモル灘舜集計し，浸纏酸の死（切εブ／cl）・rc’L’

　たがつてSio2，　P205等に按分した後ジ0／Si，0／P等
　を求める・たとえば0／Si＝Rの比拳が4，3．5i　3，：35ぺ

　になるにしたQ：つてSiO2はSiO44－，　Si2076㌃§P3－一
　一Si205－「φ形になつて）・るがら，　L－・・一般kRが3．5～3の一

　範園にあればSl2む76『とSio3－”が共存するξしで，そ

・．の存在の割合からΣに封するSio20，寄與を求めた・t．tr
、P205等rcついてtS同様の扱v・酒あり，これら酸の郷
　に璽塞のεiを集めればΣが得られ慰　㌧　．

　’このようにして琶めた豊基度とスラッグの反慮性を
　比較するため，本邦の或る工揚の塞基性亭盤のデζタ
　から第｝圖のよ争にΣ・と脱硫能・（スラ虜グ申のSと
　銅浴申のSの比〉および脱燐能を見くらべた‘番號は
　時間の経過順になうている．同様にアメリカの16組’
　の溶解記録によると第2圖のと峰りである．復硫とか、
　復燐といつているスラッグからP・やSが鋼に竜どっ
　てしまう現象亀よt〈その圖によr2て説附される．　Lノた

＿がつてΣの小．さV、程，俗にいう鷺基度は高ゼと考え
　れば，零ラッグその亀のの物性力縁くその反慮性津示
　すものとして興味深く，何等かこの考え方が作業に貢
　献で嚢ると思う．　’t　’　　「　　　、
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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